
■ 現在、燃料集合体２体を用いた流動試験により、炉心入口流路による炉心冷却に
ついて成立の見込みが得られた。（詳細は「３．デブリ投入試験」参照）

■ 今後は、基礎試験の拡充や、バッフルバレルを模擬した流動試験等を行い、炉心長
期冷却のシナリオ成立を確認していく。

■ 本検討については、2022年度を目途に結果を取り纏める予定である。
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